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マ
ン
ガ
ロ
ー
ド
の

あ
る
街
・
石
巻

未
来
の
宇
宙
船
の
よ
う

な
白
い
楕
円
形
の
建
物
「
石
ノ
森

萬
画
館
」
。
宮
城
県
・
石
巻
駅
か

ら
こ
こ
に
続
く
道
に
石
ノ
森
章
太

郎
（
石
巻
出
身
）
の
作
品
・
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
や
、

サ
イ
ボ
ー
グ
０
０
９
、
ロ
ボ
コ
ン
、

さ
る
と
び
エ
ッ
ち
ゃ
ん
な
ど
が
展

示
さ
れ
、
市
の
活
性
化
に
役
立
っ

て
き
ま
し
た
。
駅
の
階
段
や
壁
、

マ
ン
ガ
ッ
タ
ン
ラ
イ
ナ
ー
（
列
車
）

の
外
装
も
内
部
も
に
ぎ
や
か
で
、

懐
か
し
い
画
が
飾
っ
て
あ
り
ま
す

▼
石
巻
市
は
震
災
の
時
に
、
沿
岸

部
は
８
・
６
メ
ー
ト
ル
以
上
の
津

波
に
襲
わ
れ
「
石
ノ
森
漫
画
館
」

は
瓦
礫
と
一
緒
に
流
さ
れ
て
き
た

人
も
含
め
一
時
約
４
０
人
が
孤
立

し
ま
し
た
。
１
９
体
あ
っ
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
も
無
傷
で
残
っ
た
の
は

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
１
体
だ
け
と
の
こ

と
。
テ
レ
ビ
の
映
像
で
は
日
和
山

へ
た
く
さ
ん
の
人
が
避
難
を
し
ま

し
た
。
山
と
い
っ
て
も
高
さ
は
６

１
メ
ー
ト
ル
で
す
。
平
地
が
広
が

る
石
巻
市
で
は
高
い
所
へ
逃
げ
る

こ
と
が
大
変
な
こ
と
▼
石
巻
線
小

牛
田
駅
か
ら
乗
り
石
巻
駅
で
下
車

し
た
ら
サ
イ
ボ
ー
グ
０
０
３
「
フ

ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
」
さ
ん
が
出
迎
え

て
く
れ
、
記
念
写
真
を
パ
チ
リ
。

思
わ
ず
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
今
年

は
震
災
か
ら
６
年
を
迎
え
ま
す
が
、

街
が
に
ぎ
や
か
さ
を
取
り
戻
す
に

は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
、
行

政
の
力
も
お
金
も
必
要
で
す
。
仮

設
住
宅
や
借
り
上
げ
住
宅
に
い
る

被
災
者
の
こ
と
も
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】
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あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
数
を
力
に
強
行
採
決
を

続
け
、
暴
走
を
す
る
安
倍
政
治
に
怒

り
が
広
が
り
ま
し
た
。
増
え
続
け
る

年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
労
働
者
の

苦
悩
や
新
入
社
員
が
過
労
自
殺
を
す

る
過
酷
な
働
か
さ
れ
方
な
ど
社
会
の

在
り
方
が
問
い
か
け
ら
れ
た
一
年
で

し
た
。

沖
電
気
で
は
、
社
長
が
交
代
を
し
、

改
訂
さ
れ
た
沖
グ
ル
ー
プ
行
動
指
針

で
は｢

法
的
な
ル
ー
ル
に
従
う
だ
け

で
な
く
、
社
会
的
な
良
識
に
照
ら
し

て
行
動
す
る
こ
と
」
な
ど
が
掲
げ
ら

れ
ま
し
た
。
実
現
す
る
た
め
に
も

「
言
う
・
言
え
る
・
聞
く
」
の
社
風

改
革
の
浸
透
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

は
た
ら
く
環
境
の
是
正
を

長
時
間
労
働
や
過
労
死
を
な
く
す

た
め
に
残
業
の
上
限
を
法
律
で
規
制

し
、
命
を
守
る
た
め
の
長
時
間
労
働

規
制
法
案
の
実
現
は
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。
正
社
員
と
契
約
社
員
と
の

格
差
の
是
正
や
生
産
現
場
で
の
派
遣

社
員
の
働
か
さ
れ
方
、｢

腰
痛
予
防

対
策
指
針｣

に
沿
っ
た
作
業
環
境
の

是
正
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
１
５
０
０
円
の

時
給
の
実
現
を

４
割
を
超
す
非
正
規
労
働
者
。
年

収
２
０
０
万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
は
１
１
０
０
万
人
を
超
え
、

｢

結
婚
の
壁｣

と
言
わ
れ
る
年
収
３
０

０
万
円
に
満
た
な
い
労
働
者
が
増
大

し
て
い
ま
す
。
時
給
１
５
０
０
円
を

目
指
す
運
動
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。さ

ま
ざ
ま
な
職
場
の
要
求
と

課
題
を
一
緒
に
考
え
、
正
社
員

も
非
正
規
社
員
も
安
心
し
て
、

健
康
で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

を
一
緒
に
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。沖

電
気
の
職
場
を

明
る
く
す
る
会

生活が「苦しい」「やや苦しい」が82%に
１７年生活改善要求アンケート

（中間結果報告から抜粋）

労働相談は、ホームページ の「相談窓口」

で常時受け 付けています。「沖電気の 職

場を明るくする会」で検 索して下さい。

特例プロジェクトを除き残業代カット（出退勤シ

ステムで残業時間を付けるのは月20H以内にす

るようにとの上司からの要求されるなど）は行わ

れており、報告されている残業時間は実際より少

ないのではないか（蕨・４０歳代・正社員）

車を買い替えるのでも

お金がちっとも貯まら

ない。派遣は頑張って

も評価されない、結局

使い捨て。時々人生ど

うなってもいいやと投

げやりな気持ちになる。

(本庄・２０歳代・派遣

社員)

50歳以上になった事で転身を促されている。急に仕

事を辞めて別の会社を見つけることなど生活もかかっ

ているので無理難題である。会社のやり方に大変疑

問を感じている。「人は宝」の意味は、いったい何

なのだろうか。（高崎・５０歳代・正社員）

30歳代

４０歳代

50歳代

60歳代

29歳以下

かなり苦しい

やや苦しい

まあまあ

必要額の加重平均：38,764円

困っている、不安な事は？
処遇制度で困っていることは?



危
機
？
に
備
え
た

緊
急
事
態
条
項

自
民
党
憲
法
草
案
９
８
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
我
が
国
に
対

す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
、
内
乱

等
に
よ
る
社
会
秩
序
の
混
乱
、
地
震

等
に
よ
る
大
規
模
な
自
然
災
害
・
・

中
略
・
・

特
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
閣
議
に
か
け
て
、
緊
急
事

態
の
宣
言
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
っ
た
ん
緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ

ら
れ
れ
ば
、
内
閣
は
国
会
を
無
視
し

て
、
自
由
に
政
令
（
法
律
と
同
じ
効

力
を
持
つ
）
が
作
れ
ま
す
。
知
事
や

市
区
町
村
長
に
指
示
（
命
令
）
も
出

せ
る
の
で
す
。
（
九
九
条
）
緊
急
事

態
と
い
う
だ
け
で
憲
法
で
決
ま
っ
て

い
る
こ
と
も
越
え
て
し
ま
え
ま
す
。

憲
法
に
緊
急
事
態
を
入
れ
る
の
で
す

か
ら
内
閣
が
何
を
し
て
も
、
憲
法
違

反
と
い
わ
れ
な
く
て
す
み
ま
す
。

緊
急
事
態
の
時
は
国
民
の
生
活
も

大
き
く
制
限
さ
れ
ま
す
。

九
九
条
ー
三

何
人
も
法
律
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
宣
言
に
係

わ
る
事
態
に
お
い
て
国
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
守
る
た
め
に
行
わ

れ
る
措
置
に
関
し
て
発
せ
ら
れ
る
国

そ
の
他
、
公
の
機
関
の
指
示
に
従
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
民
は
政
府
の
指
示
（
命
令
）
に

従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
権

は
制
限
さ
れ
る
か
、
停
止
さ
れ
ま
す
。

現
行
憲
法
の
、
幸
福
追
求
権
（
一
三

条
）
法
の
下
の
平
等
（
一
四
条
）
奴

隷
的
拘
束
の
禁
止
（
一
八
条
）
思
想

良
心
の
自
由
（
一
九
条
）
信
教
の
自

由
（
二
〇
条
）
居
住
・
移
転
の
自
由

（
二
二
条
）
学
問
の
自
由
（
二
三
条
）

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

を
営
む
権
利
（
二
五
条
）
教
育
を
受

け
る
権
利
（
二
六
条
）
そ
の
他
さ
ま

ざ
ま
な
自
由
や
権
利
は
す
べ
て
制
限

さ
れ
ま
す
。
二
一
条
の
表
現
の
自
由

は
「
緊
急
時
の
活
動
を
妨
げ
る
報
道
」

と
し
て
真
っ
先
に
規
制
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。こ

の
よ
う
な
強
力
な
権
限
を
持
つ

緊
急
事
態
法
で
す
が
内
閣
総
理
大
臣

が
「
特
に
必
要
が
あ
る
」
（
九
八
条
）

と
認
め
れ
ば
直
ち
に
発
令
さ
れ
ま
す
。

緊
急
事
態
条
項
は
戦
前
の
戒
厳
令

と
同
じ
権
限
を
持
つ
悪
法
で
す
。
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会
社
に
未
来
は
あ
る
の
？

「
移
籍
１
年
半
後
に

早
期
退
職
募
集
！
」

【
東
京
・
芝
浦
地
区
】

丸
紅
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ(

株)

は
、
下
期
に

入
っ
て
の
全
社
集
会
で
、
10

月
末
ま
で
に
40
～
58
歳
を
対

象
に
15
名
の
早
期
希
望
退
職

者
を
募
る
と
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
本
部
長
に
よ
る
面
談

は
「
希
望
し
な
い
ね
」
で
終

わ
る
人
も
い
れ
ば
、
何
回
も

執
拗
に
行
い
「
今
の
仕
事
は

無
く
な
る
」
「
君
の
働
く
場

所
は
無
い
」
な
ど
、
対
象
者

を
特
定
し
て
行
わ
れ
た
よ
う

で
、
結
局
17
名
が
応
じ
ま
し

た
。
昨
年
４
月
に
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ

の
出
向
者
に
対
し
て
、
な

か
ば
強
引
な
「
移
籍
」
が

行
わ
れ
、
わ
ず
か
１
年
半

後
に
「
退
職
強
要
」
と
い

う
の
は
、
「
こ
の
会
社
に
未

来
は
あ
る
の
か
？
」
と
不
安

を
感
じ
る
社
員
も
多
い
と
の

こ
と
で
す
。

富
岡
製
糸
場

映
画
「
紅
い
襷
・
た
す
き
」

ク
ラ
ン
ク
イ
ン

ク

ラ
ン
ク
イ
【
群
馬
・
富
岡
】

沖
電
気
の
富
岡
工
場
近
く

に
世
界
文
化
遺
産
の
日
本
初

の
官
営
製
糸
場
の
遺
跡
が
あ

る
。
１
８
７
２
年
（
明
治
５

年
）
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
技
術

と
日
本
独
自
の
工
法
が
融
合

し
て
で
き
た
、
当
時
、
世
界

最
大
規
模
の
製
糸
場
で
し
た
。

製
糸
場
の
工
女
は
１
等
工
女

は
紅
い
襷
、
２
等
工
女
は
白

い
襷
を
か
け
て
働
い
た
と
い

う
。
工
女
の
日
記
な
ど
を
モ

デ
ル
に
し
た
映
画
が
１
７
年

夏
封
切
り
予
定
で
制
作
中
。

製
作
が
公
表
さ
れ
る
と
日

本
初
の
長
時
間
労
働
の
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
の
映
画
化
と
揶
揄
さ

れ
た
が
、
当
初
１
０
年
程
度

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
並
み
の
一
日

８
時
間
程
度
の
労
働
だ
っ
た

が
徐
々
に
長
時
間
に
な
っ
た

の
だ
と
い
う
。
映
画
で
工
女

の
働
き
方
は
ど
の
よ
う
に
描

か
れ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

年
休
取
得
の
た
め
の

代
替
え
要
員
の
確
保
を

ク
ン
ク
イ
【
埼
玉
・
本
庄
】

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
の
取

得
率
の
悪
化
が
労
組
の
取
り

組
む
べ
き
新
た
な
「
課
題
」

と
な
る
ほ
ど
従
業
員
の
休
み

づ
ら
さ
が
表
れ
て
い
ま
す
。

寒
さ
が
一
層
厳
し
く
な
り
、

風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も

心
配
に
な
る
。
病
気
は
早
期

発
見
、
早
期
治
療
が
鉄
則
だ

が
、
仕
事
が
忙
し
い
と
つ
い

つ
い
無
理
を
し
て
し
ま
う
。

人
員
も
不
足
を
し
て
お
り
、

休
み
づ
ら
く
な
る
と
い
う
。

従
業
員
の
健
康
維
持
・
管

理
の
た
め
に
も
、
年
休
が
取

得
し
や
す
い
人
員
の
確
保
を

お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

大
型
店
の
相
次
ぐ
閉
店

【
埼
玉
・
蕨
】

蕨
で
は
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー

か
ら
見
て
線
路
の
向
か
い
側

に
あ
る
大
型
店
が
相
次
い
で

閉
店
に
な
り
ま
し
た
。
一
つ

は
デ
パ
ー
ト
で
あ
り
す
で
に

建
物
の
解
体
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は

技
術
参
考
書
な
ど
を
購
入
す

る
た
め
に
蕨
地
区
勤
務
後
に

よ
く
通
っ
て
い
た
３
階
建
て

の
書
店
で
す
。
全
国
的
に
こ

こ
数
年
こ
う
し
た
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

店
の
雰
囲
気
は
個
人
的
に
気

に
入
っ
て
お
り
残
念
に
思
っ

て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
商
品

を
購
入
す
る
の
も
い
い
で
す

が
、
自
分
で
足
を
運
び
目
当

て
の
商
品
を
探
し
、
お
店
の

人
と
や
り
と
り
し
な
が
ら
の

買
い
物
は
楽
し
い
も
の
で
す
。

Ｏ
Ａ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

《 沖電気を考える 》 第１０４回 連結財務

（１００万円）

純利益が右目盛り

左目盛り

単位

１００万円

累
積
赤
字
解
消

黒
字
利
益
あ
る
い
は
赤
字
の

累
積
は
利
益
剰
余
金
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
資
本
金
の
減
額
な

ど
で
配
当
で
き
る
よ
う
に
累
積

赤
字
を
清
算
し
て
１
６
年
は
約

４
４
３
億
円
の
利
益
剰
余
金
を

計
上
し
、
配
当
に
備
え
て
い
ま

す
。

有
利
子
負
債
減
少

利
子
を
付
け
て
支
払
う
義
務

が
あ
る
借
金
（
有
利
子
負
債
）

は
１
２
年
比
で
１
４
０
億
円
減

少
。
自
己
資
本
は
６
５
６
億
円

増
加
し
て
、
総
資
産
に
占
め
る

割
合
は
１
４
％
も
改
善
し
て
い

ま
す
。
非
正
規
を
含
む
社
員
へ

お
富
ち
ゃ
ん
お

富
岡
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

ＮＯ３


